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 なお、堀越俊一郎監査委員から早退させてほ

しい旨の届け出があり、許可いたしましたので、

ご報告いたします。 

 また、蒲生光男議員から資料の配付について

申し出があり、会議規則第150条の規定により

許可いたしましたので、ご報告いたします。 

 それでは、市政一般に関する質問を続行いた

します。 

 

 

 蒲生光男議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位３番、議席番号13番、

蒲生光男議員。 

  （13番蒲生光男議員登壇） 

○１３番 蒲生光男議員 私は、フォーラム21を

代表して質問いたします。答弁はできるだけ簡

潔明瞭にお願いいたします。 

 今、議長からありましたように、議長の許可

をいただきまして、財調基金のグラフをあらわ

したものをお手元に配付しております。26年度

決算ベースでございます。棒グラフの中の長井

市、２つ書いてございますが、それは28年当初

予算ベースということで、参考にしていただけ

ればと思います。 

 質問項目は３点でございます。順次質問いた

しますので、よろしくお願いいたします。なお、

質問項目３点目の金武町との交流に関しまして

は、安部議員から関連質問を予定しております

ので、よろしくお願いいたします。 

 まず、昨年、議会の改選があり、２年目を迎

えるわけですが、今定例会は14議員が質問に立

ちます。これまで過去最大の質問人数となるわ

けですが、一般質問は、市政全般に対し、それ

ぞれの立場や思いや思想を背景に思いのたけを

述べ、活発な論戦を期待されていると思います。

理想とする質問になるかわかりませんが、よろ

しくお願いいたします。 

 第１点目の質問ですが、子供の貧困率と子育

て支援策についてであります。この問題は、昨

年６月、９月でも質問しておりますが、６月で

は、長々と質問し、厚生参事から答弁をいただ

けなかった反省を踏まえ、通告した質問項目は

必ず質疑ができるように配慮して申し上げたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 市長からは、子育て支援策として、在宅育児

手当の創設、子育て応援基金の創設、子育て環

境の充実策など、行政の長としての長井市の行

くべき道筋を提案に沿って示していただければ

と思います。また、厚生参事からは、在宅育児

手当や子育て基金の他市市町の実例、内容等に

ついて説明をいただきたいと思います。 

 深刻化する子供貧困については、既に申し上

げてきておりますが、再度触れさせていただき

ます。貧困率は、低所得者の割合を示す指標、

厚生労働省が2014年７月にまとめた国民生活基

礎調査によりますと、等価可処分所得の、これ

は中央値の半分の額、所得を一番低いほうから

ずっと高いほうまで並べまして、その中央値の

半分以下の額ということになります、この貧困

線、これは2012年で122万円でありますが、満

たない世帯の割合を示す相対的貧困率は16.1％

でした。これらの世帯で暮らす18歳未満の子供

を対象にした子供の貧困率も16.3％となり、と

もに過去最悪を更新しました。日本人の約６人

に１人が相対的な貧困層に分類されることを意

味しております。この調査で、生活意識が苦し

いとした世帯は59.9％でした。貧困率が過去最

悪を更新したのは、長引くデフレ経済下で子育

て世帯の所得が減少したことや、母子世帯が増

加する中で、働く母親の多くが給与水準の低い

非正規雇用であることも影響しましたと分析さ

れております。しかし、近年、母子世帯だけで

なくて、父子世帯を含めたひとり親世帯の増加

などもこれも一層拍車をかけているのではない
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かと思われます。 

 長井市の人口は、ピーク時３万8,000人を超

えておりましたが、今では２万7,000人台と１

万人以上減少しております。内谷市長就任時、

３万人復活事業の項目もありましたが、現在で

は人口減少に歯どめがかからない状態でありま

す。人口減少は、地域の活性化を失わせるばか

りか、地域コミュニティーの崩壊のみならず、

自治体の消滅につながります。時代は変わって

生き方や働き方にも多様性が求められるように

なりましたが、母子・父子家庭の増加、核家族

化と相まって、今こそ各自治体間の知恵比べや

思い切った子育て支援策を推進するべきだと思

います。そこで、長井市らしい子供貧困対策や

子育て支援策について、また、在宅育児手当に

ついては、既に実施している県内自治体もある

ようですので、その内容と、長井市で実施する

場合、対象となる人数などについて、主に具体

的な内容は厚生参事から、制度として導入する

考えはないのか。 

 子育て基金の創設については、昨年10月１日、

政府は子供の未来応援基金を創設しました。記

事では、政府は、１日、日本財団と協力して低

所得世帯の子供を支援するための子供の未来応

援基金を創設する。子供の貧困に関する情報が

集約されたホームページも開設する。国や都道

府県が行う子供の貧困対策の内容が地域別や種

類別に検索できる。子供の貧困に取り組むＮＰ

Ｏなどが必要とする行政サービスを探しやすく

する。今後は民間企業の支援情報も提供する。

基金では、寄附金を初めとして企業や個人から

の資金を募る。集めた資金は、子供の貧困支援

に取り組むＮＰＯなどに助成するほか、貧困問

題を抱える子供の居場所となる拠点施設を整備

する。来年４月にも、来年４月ということはこ

としの４月でございますが、全国数カ所で設置

し、毎年一、二カ所ずつ全国に拠点に広げてい

くとしております。 

 基金を創設するに当たって、民間の寄附も期

待されているところですが、アメリカなどと違

って寄附文化の違いから、日本ではなかなか集

まらない事情もあります。ふるさと応援基金の

ように還元のある場合は違いますが、将来に向

けた取り組みに対する寄附は、理解はするもの

の、資金量となると難しい現実があると思いま

す。市長からは、子育て応援基金の創設をして

長井市の子ども子育てに資するよう提案いたし

ますが、ご所見をお願いいたします。さらに、

子育てに必要な学び、遊ぶ場所について、ヨー

ク２階を使うことに対し期待感があると思いま

す。市だけではあの建物全体をこなすことは大

変ですが、２階部分と限定して活用方策を考え

れば、子供の学びと遊びの場、保護者の交流の

場として活用価値が高いと思います。市長の見

解をお願いします。この件は宇津木議員の質問

と重複しておりますので、簡略にお願いいたし

ます。 

 質問の２点目ですが、長井市の財政について

であります。 

 新年度予算編成では、財調基金から取り崩し

て歳入に充てる額は５億4,000万円、基金残高

は２億強となります。財調基金は不測の財源不

足に対応するための財源であり、市の財政の自

由度を占う大事なものであります。昨年に引き

続き取り崩すことになったわけですが、今後の

市の市庁舎改築を初めとする公共施設整備の全

体量からすると、極めて心もとない水準ではな

いかと思います。28年決算でどこまで戻せるの

かはわかりませんが、こうした財政運営につい

て市長の見解をお願いいたします。財政課長か

らは、主に財調基金の基金残高について近隣の

状況を説明願いたいと思いますが、特徴的なと

ころだけで結構だと思っております。また、市

長には、この前に質問された小関秀一議員と重

複しておりますので、そこら辺を配慮して答弁

をお願いいたします。 
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 財政運営については、健全な財政を維持する

ために、毎年度の予算編成に際して、政策的な

経費を含め、基本的な歳出は税収など自治体の

基本的な歳入の範囲で編成し、収支の均衡を図

ることが必要だと思います。年度間の財源調整

に積立基金を活用することで財政運営の弾力性

が増し、財政需要に的確に応えることが可能と

なります。しかし、長井市の基金残高は低い状

況であり、不測の事態などに対処できる積立基

金残高の確保が必要となります。 

 そこで、長井市の財政規律を明確にして中・

長期的財政運営を確実なものとすることが必要

ではないかと思います。例えば、各年度の予算

編成は基金に依存せず、その年度の歳入の範囲

内で行うことを基本とします。やむを得ず基金

を取り崩す場合でも金額を極力抑制し、各年度

末の財源活用可能な積立基金の残高が最低でも

10億円を維持するようにします。特例市、特別

区でない一般自治体は、財調基金の適正規模と

して標準財政規模の10％とされているところが

多いと言われておりますが、この根拠は何か、

財政課長からお答えください。長井市の場合、

これによる算出金額は７億5,000万円から８億

円程度になると思いますが、この金額との比較

では低い水準であることは言うまでもありませ

ん。庁舎改築を初め、市民会館など、公共施設

の改修、改築などを包括的に見た場合、優先順

位づけと財政規律の両輪の手綱をコントロール

するための市長の見解をお願いいたします。 

 質問の３点目でありますが、沖縄県金武町と

の交流についてお聞きをいたします。 

 金武町との最初の交流は、平成５年２月11日

から14日まで、３泊４日の日程で向山山荘での

交流でしたが、伊佐沢地区公民館、冨永さんか

らいただいた資料によりますと、金武町出身の

方が伊佐沢地区内の企業で働いており、その後、

金武町に戻り、冬期間伊佐沢で過ごしたことが

忘れられず、金武町の子供にも雪国の体験と交

流事業を企画しました。当時は子供会同士の交

流、その後、地区の交流に発展してきました。

以来、金武町からは13回、伊佐沢から８回の相

互交流が行われております。 

 地区民、住民同士の交流は、やがて10周年に

当たる平成17年２月に金武町、長井市との物産

交流に発展してまいりました。平成19年５月、

伊佐沢コミュニティー施設完成祝賀会では、雄

飛太鼓の演奏をしていただいたとのことであり

ます。交流10周年誌の巻頭の「発刊に当たっ

て」では、当時の並里区公民館長であった仲間 

一氏、現在の金武町町長記載による「発刊に当

たって」をそのままご紹介いたします。 

 「憧れ！ 南国沖縄で育った私たちには雪国

で生活してみたいという思いが強い。初めて雪

を見、触れたのが19歳の東京滞在中で、雪が降

っているとの友人の言葉を聞く間もなく外へ飛

び出し、夜の空を見上げた。真っ黒な空から白

い雪が…、感動で鳥肌が立つ。（寒さのせいで

はない）あたり一面真っ白に積り、雪を口に入

れたり足跡をつけたりと子どものように寒さも、

時間のたつのも忘れ雪と戯れたのを昨日のよう

に思い出します。並里区の子どもたちに、あの

日の感動を体感してもらいたいとの思いから、

雪国との交流を模索、幸い並里区の嘉数義政氏

が山形県に知り合いがいて紹介してもらい、長

井市伊佐沢地区大沼 久氏と会い会田館長を紹

介され交流の目的を告げ協力をお願いする。こ

の交流事業の架け橋としてお二人のご尽力がな

ければ、実現が難しかったのではないか」中略

と続いております。 

 伊佐沢地区の皆様のこれまでの20年間の取り

組みは、今では、ながい水まつりの物産販売や

エイサーの披露など、欠かせないものになって

おります。しかし、近年、児童数の減少など、

これまでどおりの取り組みが難しい一面も出て

きております。20年を機に、姉妹都市提携や新

たな交流事業の模索も必要なのではないかと思
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っております。伊佐沢地区、並里区の交流は本

流としながらも、希望者をもっと広く募り、交

流の輪が広がることが期待されているのではな

いかと思います。ことしは特に訪問をする年と

お聞きしておりますが、市長も一度訪問された

らとご提案する次第であります。 

 長井市は、結城市やバート・ゼッキンゲン市、

双鴨山市、フラワー都市交流、それに災害発生

時の広域応援体制で提携している市などありま

すが、市民交流の先駆けとなり、これまで実績

を積み上げてこられた金武町との交流事業に市

も積極的にかかわり合って進める第２ステージ

へと歩を進めるべきではないかと思いますが、

市長の考えをお伺いいたします。なお、この件

に関しましては、これまで３回金武町を訪問さ

れております安部議員から関連質問があります

ので、よろしくお願いいたします。 

 以上で壇上からの質問といたします。ご清聴

ありがとうございました。（拍手） 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 フォーラム21を代表しての蒲生

光男議員のご質問にお答え申し上げます。 

 議員からは、私のほうは、大きく３点いただ

いております。順次お答え申し上げますので、

よろしくお願い申し上げます。 

 まず最初に、子供の貧困率と子育て支援策に

ついてということで、在宅育児手当の創設、ま

た、子育て応援基金の創設、子育て環境の充実

についてのご提言を賜りました。 

 まず最初に、在宅育児手当についてでござい

ますが、予算要求時に長井市の現在の状況をシ

ミュレーションしまして、昇給方法や金額等に

ついていろいろ検討しております。保育所に入

るお子さんに多額の公的資金が使われているこ

とから、在宅で子育てを頑張っている保護者の

皆さんへの手当として、月額１万円とした場合

どうなるのかということで予算化も含めて検討

しましたが、総額でおよそ5,000万円というこ

とでございました。月額5,000円とした場合で

も3,000万円ほどの経費が必要となるというこ

とで、全てが一般財源となりますし、これを一

度始めたら次の年からは経常的な経費として考

えなければならないということで、後年度負担

も大きくなってしまうということになります。

平成28年度当初予算に、これは担当課のほうか

ら要求しておりましたが、計上するには、２点

目の質問でもございますが、財政調整基金を繰

り入れすることを前提に予算立てをしなければ

ならないという状況から、今年度の計上を見送

らせていただいたところでございます。子育て

世帯の方々の声もお聞きして、児童手当などの

現行給付制度を比較検討いたしまして、支給対

象、支給年齢、財政負担などをさらに検討して、

有意義な育児支援施策として考えていきたいと

思います。 

 次に、ご提言いただきました子ども基金につ

いてでございますが、予算要求段階で検討して

おりましたが、国の基金による施策実施の途中

経過でも、子供の居場所づくり、子供食堂など

は取り上げられながらも、その使途に課題があ

ったり、基金そのものも当初の想定を大きく下

回るなど思惑どおりに機能してない現状がある

ため、まずは国の成り行きを見守り、地方自治

体での活用可能性なども出てくるのではないか

ということで、このたびの計上を見送ったとこ

ろでございます。このような国のレベルの施策

でも、そもそも基金造成する全体像が示されて

いない状況でございます。これは、このたびの

国の予算では児童扶養手当の多子加算額の倍増、

多子世帯、ひとり親世帯等の保育料の軽減のた

め、いわゆる年齢制限の撤廃など新規施策が出

ていることなどから、こういった内容を長井市

としての独自に必要な施策と見きわめる必要が

ございますし、条例に基づく子ども・子育て会

議においても議論いただくことも必要であると

考えたところでございます。 
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 次に、子供の遊び場についてでございますが、

子育て世帯から特に要望の高い、冬季や雨天時

に子供が伸び伸びと遊べる屋内遊戯施設の整備

について検討しております。具体的にことし検

討しようということでございます。まずは市民

の方々による子育て応援施設検討委員会を28年

度設置いたしまして、ご意見をいただきながら

施設の基本構想として28年度中にまとめたいと

考えております。その後、市民や議員の皆さん

にご意見をいただき、整備計画をまとめ、図書

館など他の施設機能の構想も加えながら、基本

計画、基本設計、実施設計、そして平成31年度

の着工と進めてまいりたいと考えているところ

でございます。旧ヨークベニマルの２階の利用

につきましても、大変利用価値が高い施設と思

います。どういう活用方法が一番効果的かいろ

んな方面で検討をいただき、あるいは内部でも

検討していきたいと考えますので、いろいろご

提案いただければ大変ありがたいというふうに

思うところでございます。 

 続きまして、大きな質問項目の２点目、長井

市の財政展望についてでございます。財政調整

基金の現在高をどう見るかというようなご質問

でございます。これは、蒲生議員からもござい

ましたように、午前中の小関議員と重複すると

ころがございますが、ご理解いただきたいと思

います。 

 28年度当初予算につきましては、さまざまな

要素がございますが、自分としては、地方創生

総合戦略の実施初年度として、この27年度から

の５年間がさまざまな課題を解決するチャンス

だというふうに考えまして、着実な道筋をつけ

ることこそ骨格に据えるべきだと考えまして、

そういった方向で編成を指示したところでござ

います。総合戦略に掲げましたリーディングプ

ロジェクトに掲げた事業の展開、財源として市

税、地方交付税を堅実に見込んだこともありま

して、相当額の財政調整基金の繰り入れを計上

することとなりました。この３月補正で財政調

整基金１億7,000万円を繰り戻しを提案してお

りまして、現時点での残高は７億4,000万円見

込めるわけでございますが、近隣市町や13市と

の比較では決して十分な金額とは考えてござい

ません。平成26年決算時、13市中、額では10位、

１人当たりの額にしますと６位ということで、

置賜でそれぞれ３位、５位ということになりま

す。 

 また、このまま当初計上どおり取り崩しとな

れば、残額が２億円となり、29年度の予算編成

がより困難となってまいりますので、今後は27

年度の決算剰余金、これは５月で決算、出納閉

鎖した後になるわけでございますが、市税、地

方交付税の動向を見きわめながら、５億4,000

万円の繰り入れをするというふうにはしていま

すが、これは最終的でありますから、その繰り

入れをできるだけしないようにして、当初計上

した５億4,000万円の取り崩しを可能な限り最

小化していきたいということでございます。最

初から５億4,000万円を取り崩すということで

はなく、計上としてそれを充てにさせていただ

いているということでございますが、これは28

年度に入りましてから、何とかこの５億4,000

万円を手をつけずに次年度に繰り越したいとい

うふうに努力してまいりたいと思います。加え

て、各種公共施設の老朽化に伴う維持修繕費や

新設、改修等の長井市が長年抱える課題の対応

は言うまでもないというふうに思います。 

 財政調整基金について10億円というご提案を

いただきましたけれども、多ければ多いほどよ

いというふうには思っておりません。ただ、一

方で、５％は最低やはり積まなきゃいけないだ

ろうと。できれば10％程度ということでござい

ますが、これからは財政調整基金に積み立てる

というよりも、むしろ公共施設整備基金であっ

たり、あるいは蒲生議員からご提言ありました

子ども子育ての支援のための基金を新たに造成
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するなり、あるいは企業の振興策としての企業

振興の立地基金など、そういったところにやっ

ぱり力を入れなきゃいけないと。財政調整基金

は、あくまでも一時的なものという考え方でい

かざるを得ないのではないかなというふうに思

っております。 

 公共施設整備基金については、３月補正予算

で27年度当初繰り入れで見込んだ金額を全額繰

り戻す提案をさせていただきまして、年度末残

高でこちらも２億円強は確保が見込まれまして、

また、28年度当初予算でも手をつけてございま

せん。公共施設設備にかける覚悟や意気込みを

示すには、当然十分ではないと、そういった金

額であると認識しておりまして、その多寡は、

山積する公共施設整備の今後の事業選択や事業

年度、規模の決定に大きな影響を及ぼす要素と

なります。困難な道ではございますが、財政調

整基金の繰り戻しとあわせ、公共施設整備基金

でも、28年度中、可能な限り積み立てができる

ように努めてまいりたいと思います。 

 そのためには、財政運営の根幹として歳出の

見直しも必要でございます。これからの国から

の交付金等については、もちろん十分な審査の

上、事業を充当し、効果も実感してまいりまし

たが、その反面、一挙に集中し過ぎた感もあり、

事業規模の過大化や事業の継承性、維持管理費

等の面で後年度予算編成に制約を加えてきてい

る感じも否めません。一旦この辺で評価や再検

証が必要と考えてはおります。当然限りある財

政事情でもあり、経常的経費も含めた全般的な

歳出の現状把握に努めまして、必要に応じ既存

事業を含めた事業の見直し、調整等も図りなが

ら財政の健全化の確保に努めてまいりたいと思

います。翻って、最初の子育て支援策なども、

やはり私どもとして一番望むのは、国でしっか

りとやると。これを各市町村で競争のように一

般財源で負担していくというのは、もうできる

時代ではないということだと思います。しかし、

それが必要だとしたら、議会からもご理解をい

ただいて、やっぱり必要なものは必要としてど

う判断するかと。そうすると、どこか削らなき

ゃいけなくなるわけですが、そういったところ

で削るのは、やはりどこかということになるか

と思います。この判断は非常に限られた財源の

中で難しいと思いますので、よろしく議員のほ

うからもご指導を賜りたいと思います。 

 続きまして、庁舎新築・改築を初め、優先順

位や今後計画の明示ということでございますが、

市役所庁舎などの老朽化した公共施設などの整

備を検討するため、庁内での公共施設等整備検

討委員会を平成25年度に立ち上げまして、平成

27年度は４回の委員会を開催いたしました。検

討委員会では、既設の施設については、災害時

の拠点施設や避難施設としての指定、市民利用

の状況などの重要度の評価や安全性の劣化状況

などの性能評価の結果から、優先すべき施設の

選定を行っております。また、子育てサービス

がワンストップで受けられる子育て世代包括支

援センターなどの子育て支援施設や多機能型図

書館、老人福祉センター、子供から高齢者まで

が雨や冬を気にせず利用できる屋内型運動施設

などの公共複合施設整備についても、小さい子

供から子育て世帯、そして高齢者まで多くの市

民の皆様から強い要望がございます。 

 その中で、市役所本庁舎は、建築後57年が経

過し58年目を迎えておりますが、老朽化に加え

て施設が機能が７カ所に分散してるということ

から、市民の皆様に不便をおかけしているとと

もに、各部署間の連絡調整が非効率で事務効率

の低下を招いておりまして、これは残念ながら

優先して取り組まなければならない状況になっ

ていると思っております。 

 また、新たな施設として、先ほどの公共複合

施設も市民の皆様の要望が特に高く、優先順位

は高いと認識しております。このほかにも優先

的に整備が必要な施設として、市民文化会館や
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長井小学校第一校舎、南北中学校、学校給食共

同調理場が上げられますし、本市の直接所有で

はございませんが、老朽化した公立置賜長井病

院の整備も喫緊の課題となっております。平成

28年度については、計画に基づき平野小学校の

大規模改修などの整備を行います。また、委員

会では、施設の機能の規模、財源などについて

も検討し、後年度負担が過大にならないよう調

整を図っています。現在、庁内で検討しており

ます公共施設等整備計画については、３月定例

会最終日の市議会全員協議会でその概要を説明

させていただきまして、その後、市民検討委員

会を開催する予定でございましたが、旧ヨーク

ベニマル、いわゆるタウンセンターの建物への

公共施設の入居も検討しなければなりませんの

で、この面で若干時期がおくれることもご容赦

いただきたいと存じます。 

 最後に、沖縄・金武町交流をさらに活発にす

るためにということで、交流のきっかけとなっ

た伊佐沢地区の思いを市民レベルに拡大し、姉

妹都市提携など第２ステップへというようなご

提言でございます。 

 沖縄県金武町並里区とは、伊佐沢地区との交

流でございますけれども、平成５年から始まっ

ているというのは、議員おっしゃるとおりでご

ざいます。交流の始まりは、当時、沖縄県金武

町出身の方が伊佐沢地区内の会社にお勤めにな

っており、その後、金武町に戻られてから金武

町並里区の子供たちに雪国体験をさせたいとい

うことで、金武町並里区の子供会が伊佐沢地区

においでになり、伊佐沢地区子供会と交流を行

ったのがきっかけだと聞いております。これま

で金武町並里区から15回、伊佐沢地区から８回

それぞれ訪問、交流を行ってます。現在は子供

会の交流を中心として、伊佐沢地区公民館事業

の中で交流を行っております。平成28年度は伊

佐沢地区の子供たちが金武町並里区を訪問する

予定となっておりまして、平成28年度指定管理

料に53万8,000円ほど、その分の経費として盛

り込んでいるところでございます。 

 今後につきましては、伊佐沢地区等の要望を

聞きながら、どういうふうにしていくか、検討

してまいりたいと。あと、なかなか今後、やっ

ぱり姉妹都市などの交流については慎重にしな

ければならないのかなというふうに思っており

まして、ただ、せっかくの機会ですから金武町

の皆さんと時々お会いできるようにということ

で、フラワー都市交流に金武町さんでいかがか

というようなことで提案をしております。金武

町では桜だそうで、ちょっと意外だったんです

が、そうしますと、フラワー都市交流のルール

としては、同じ花のまちは複数入れないことに

なってますので、桜というのはないので、金武

町の桜は１月ぐらいに咲くそうでございますが、

そんなことで金武町はいかがかというようなこ

とで、フラワー都市交流のほうにも検討いただ

いている経過がございます。 

 あと、多分、管理職も私も含めて金武町に行

ったことがあるのは１人だけしかおりませんで

した、いろいろ調べてみましたところ。私もい

いところだというふうには聞いてますが、あと

は、向こうの教育長だった方が今、町長さんで

いらっしゃいますので、そういった意味で、年

に１回はお会いしてますので、何らかの形で交

流を深めたいというふうな考えでおりますので、

今後ともよろしくご指導いただきたいと思いま

す。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 最初に、私のほうから長井

の貧困の対策について、まず申し上げたいと思

ってます。 

 今年度から生活困窮者支援制度がスタートい

たしまして、長井市も、自立相談支援事業に取

り組みまして相談を受け付ける体制を整え、実

際に経済的に厳しい家庭の相談に応えていると

ころであります。本人の抱える課題を聞き取り、
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分析しまして、ニーズ把握をしまして、自立生

活のためのプランを作成し、就業については、

ハローワークの協力を得て困窮から早期自立を

支援しています。また、家庭児童相談では、経

済的負担など、子供の家庭環境としつけ、食事

など、子供の生活習慣と非常に広範な相談を受

けているのが現場の状況でございまして、子育

ての課題を関係各課と連携機能や対応を行う組

織体制を設置して、現状を的確に捉えて相談機

能の向上に努めていきたいと考えております。 

 具体的には、各課の連絡会議で適切に情報提

供、相談窓口を充実させております。特に手当

の給付を受けないケースなどが見られますこと

から、情報の提供は大切だというふうに思って

おります。貧困の連鎖を防ぐということが話題

になっておりますが、活用できる給付、貸し付

け、就労支援制度などの周知に努めていくこと

だと思ってます。この貧困の連鎖を断ち切る事

業も新たに検討してまいりたいというふうに思

っています。社会とのかかわりに不安のある人、

他人とのコミュニケーションがうまくとれない

など、すぐに就労が困難な人に基礎的な能力を

養いながら、生活困窮者本人の状況に応じた就

労支援を行う就労準備支援事業や、また、生活

困窮家庭において学校には不登校ぎみの子供と

なって、学力がなく、高等教育を履修しないと

いうようなこともお聞きしていますので、就職

が厳しくなるということで、いわゆる貧困の連

鎖が生じておるというふうに承知しています。

このような家庭の学習環境の改善をするため、

子供の学習支援事業、こういったものにも取り

組みを検討してまいりたいと思ってます。 

 また、市長のほうからもありましたが、在宅

育児手当のことであります。県内の情勢につい

てでございますが、県内では、金山町において

金山町家庭育児支援金として平成27年から実施

しております。対象は、保育所や認定こども園

など、保育施設を利用していない幼児の保護者

で町内在住、児童１人につき月5,000円分の商

工会加盟の商品券を交付するというものだそう

であります。交付期間は、児童が生まれた月か

ら満３歳到達する月までとなっております。ち

なみに、対象人数については、およそ90名を見

込んでおるということでありました。 

 先ほど市長のほうから制度、予算要求のお話

をしていただいたとおりですが、長井市におい

て同様の手当を支給するということになると、

当市では、およそ350名程度というふうに思っ

ております。この事業のためには、システムの

開発や商品券の運用委託料、扶助費など相当な

費用がかかると。金額は先ほど市長が申し上げ

たとおりでございますので、後年度負担も決し

て小さくはないというふうに思ってます。子育

て世代のお話も聞きながら慎重に進めていきた

いというふうに思いますし、金山町は、保育施

設についてはちょっと長井市と状況が違ってる

ということもあるようですので、そういったも

のを含めて慎重に進めさせていただきたいなと

思ってます。また、子育て応援基金については、

県内で創設したというお話は聞いておりません。

以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 渡邊洋男財政課長。 

○渡邊洋男財政課長 私からは２点お答え申し上

げます。 

 既に財政調整基金の現在高、近隣市町とのと

いうことで議員からの資料をお配りになられて

ますので、特に申し上げることもございません

けども、県内13市では金額にして10億53万

5,000円で10位、１番目に多いのが鶴岡市、２

番目が酒田市ということで、合併自治体が多い

んだなと。あと、３番目に天童市ですか、あと、

山形市が額として４番目ということで、人口の

多いところというのはやはり多いんだなと思い

ます。対しまして、１人当たりの金額、こちら

議員の数値ですと、これ多分前回の22年の国勢

調査の人口で割ったものかと思いますけども、
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長井市につきましては13市の中では６番目にな

ります。例えば山形市、額では４位だったんで

すけども、人口で割ると25万人ぐらいおりまし

て、一番低い数値になるという、そういったや

はり特徴は出てるかと思います。 

 あと、置賜３市５町ということで、13市のと

ころに置賜の５町を入れまして見ておりまして、

その中で見ますと、金額では、飯豊町、米沢市

に続きまして第３番目、１人当たりでは５番目

になってございます。やはり特徴的な面と申し

ますと、長井市の例ではございませんけども、

飯豊町、置賜３市５町の中で一番大きい額であ

って一番少ない人口ということで、相当グラフ

的に突出しておるなというふうに感じるところ

でございます。 

 続きまして、２点目ですけども、財政調整基

金額の非常に財政規模に占める割合、パーセン

テージという意味合いでございますけども、こ

ちらも午前中、小関議員の質問に市長答弁され

ましたけども、いろんな資料を見てみましたけ

ども、総務省の通達等で明文化されたものは見

出せなかったところでございます。いろいろ情

報を探ってみますと、10％というのはやっぱり

多かったようですけども、よく見ると、適正な

額は10％とか、文章も割と似たようなところが

ございまして、一般的には通用する概念という

か、そういったものにはなっておると思います

けども、５％とか15％といった数字も見出せた

ところでございます。以上でございます。 

○渋谷佐輔議長 13番、蒲生光男議員。 

○１３番 蒲生光男議員 １番目の問題なんです

が、これは2015年12月31日の記事なんですけど

も、子供の貧困、初の経済推計という記事なん

ですね。子供の貧困に対策を講じなければ、現

在15歳の子供だけで推計しても、生涯所得が

2.9兆円減り、政府の財政負担は1.1兆円ふえる

という推計データが出ております。このままで

いくと、とにかく国の負担もふえるので、この

貧困対策に力を入れなきゃいけないという一つ

の背景なんですね。 

 それからもう一つ、これは厚生参事からお答

えいただきたいんですが、子供の貧困対策推進

ということで、2015年９月11日の記事ですが、

山形県で来年３月、ことしの３月までにこの計

画を策定するというふうになってるんですね。

その情報があるかないか、それを厚生参事から

お願いします。 

○渋谷佐輔議長 松木幸嗣厚生参事。 

○松木幸嗣厚生参事 県のほうも予算段階という

ふうに聞いておりますが、その方向で進んでい

るというふうに思っています。 

○渋谷佐輔議長 13番、蒲生光男議員。 

○１３番 蒲生光男議員 それから、これは昨年

の12月10日の読売新聞の記事ですけども、12月

というのは寄附月間になってるんですね。12月

を寄附月間と名づけ、寄附を考える取り組みが

ことしから始まった。これは去年からという。

東日本大震災以降、民間による社会課題の解決

が注目される中、全国のボランティア団体の代

表などでつくる寄附月間推進委員会が歳末助け

合いなどで寄附への関心が高まる12月を月間に

したということで、いろいろ動きが出ているん

ですけども、先ほど言いましたように、アメリ

カと日本では寄附の文化というのがそもそも違

いますもんで、この子育て応援基金というもの

を創設して民間からも寄附金を募るとしても、

なかなかこれが思うように集まっていかないと

いう現実問題があると思うんですね。ですけれ

ども、こういう取り組みを長井市も積極的にこ

の応援基金を創設するためにやっていくべきで

ないかなというふうに思うんですけども、市長

から端的にお願いします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 趣旨は、やっぱり蒲生議員がお

っしゃるとおりだと思います。ただ、原資とし

て、やはり市のほうでも、それなりの基金を造
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成せざるを得ないだろうと。それは、過去の例

を言ってみても、心のまちづくり基金以外はほ

とんど市のほうから出して、それに市民から寄

附をいただいて造成してるというのが多い現状

でございますので、議員おっしゃるとおりでご

ざいますが、それらの基金の造成について長井

市の場合どういうふうにやっていくかというこ

とと、あとは、なかなか難しい課題ではござい

ますが、ふるさと納税の企業版というのがござ

います。いわゆる全国的にも先駆的な子育ての

取り組みなどについて、企業側で寄附する制度

でございます。それについて応援いただけるよ

うなあり方というものを早急にこれも検討しな

きゃいけないと思っておりますので、今後とも

ご指導賜りたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 13番、蒲生光男議員。 

○１３番 蒲生光男議員 ２番目の問題なんです

けども、いわゆる地方財政法というのが昭和23

年にできておりまして、第７条において、地方

公共団体は各会計年度において歳入歳出の決算

剰余金を生じた場合において、当該剰余金のう

ち２分の１を下回らない金額、これを剰余金が

生じた翌々年度までに積み立て、または償還期

限を繰り上げて行う地方債の償還の財源に充て

なければならないと規定されてるんですね。あ

ともう一つ、これは滑川市が健全財政に関する

条例というのをつくった中身なんですけども、

やっぱりこういうもの非常に参考になりまして、

ここでは財調基金の積み立てを標準財政規模の

18％にするっていうふうに明言してるんですね。

ですから、長井市でそれを仮に、長井市の標準

財政規模は77億円ぐらいですので、これを18に

計算し直しますと13億円ぐらいになるというこ

となんです。市長からさっき答弁ありましたよ

うに、何も財調基金じゃなくて特定目的基金と

して積み立てるっていう方策もありますから、

基金全体としてどう取り組んでいくかっていう

のは、これは各自治体のそれは任された範囲の

うちだろうと思いますけれども、長井市の財政

規律に関する、健全財政に関する条例化という

ものも、私はある一面必要なんじゃないかなと

いうふうに思うんですけれども、これについて

一言お願いします。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 蒲生議員がおっしゃるように、

蒲生議員と一緒にご指導いただきながら約15年

にわたって財政再建したわけですね。この苦労

っていうのはすごい大変なことで、これは市民

の皆様のご理解とあと議会からご協力いただい

たから、ようやく財政健全化団体というのを脱

出できたわけですよね。そのときの教訓という

のはしっかりと我々わかっておりまして、です

から、事務的な財政規律っていうのは、これは

職員、幹部職員から一般職員まで本当に徹底し

てると思います。 

 ただ、一つ蒲生議員にむしろ教えていただき

たいんですが、過去、平成になってから公共施

設整備ってほとんど手をつけてないんですよ。

これを本当にしなくていいんでしょうか。だっ

たらそういう条例をつくって財政だけをきちっ

とやると。そのかわり市民の要求なんかは残念

ながらその範囲内でしかお応えできないという

ことで徹底できれば、私もその条例は賛成です。

しかし、今後人口減少の中で今やらなきゃいけ

ない喫緊の公共施設整備、これは先ほど小関議

員からもあったように、その規模とかあるいは

財源とかって、これよくよく吟味しなきゃいけ

ないと。結局ないものは使えないわけですよね、

できないわけですよ、予算がないんですから。

だからそれは無理をしないで、じゃあ、とにか

くどんなことがあっても積んでおくと、それは

もう神棚に飾っておくということでいけばいい

んですけども、本当にそれでいいのか。ですか

ら、ここがやっぱり難しいところだと思います。

ですから、条例については議会発議っていうこ

ともあるんでしょうけども、私は今の段階では
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ちょっと難しいだろうというふうに考えており

ます。 

○渋谷佐輔議長 13番、蒲生光男議員。 

○１３番 蒲生光男議員 関連質問の時間も残さ

なきゃいけないので、難しいところもあるんで

すけども、条例をつくってがんじがらめに縛っ

てそこから一歩も出てはいけないなんてことは

ないと思うんですよ。だから線で引いた条例じ

ゃなくて、点の条例をつくればいいんですよね。

それはケース・バイ・ケースでやればいいわけ

で、公共施設整備を一切するななんていうこと

は、これは誰が見てもやんない、それはあり得

ないわけで、それからヨークベニマルの子育て

施設をつくるっていうことも、これは誰も反対

する人なんていないと思いますよ、私は。だか

らそういうふうに、それは柔軟にやっていいわ

けですけれども、しかし、１人の考え方って、

市長が権限が一番強いわけですけれども、市長

のそのときの何かころっとした思いつきで財調

基金が全部なくなったなんていうことは、やっ

ぱりそれはないほうがいいでしょうと。そうい

う意味で客観的な財政規律を策定したらどうで

すかっていう提案ですので、そういうことでお

願いします。 

 金武町に関しましては、一度市長もおいでに

なっていただいて、そうすると考え方もごろっ

と変わると思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 残り時間は安部議員の関連でお願いします。 

○渋谷佐輔議長 14番、安部 隆議員。 

○１４番 安部 隆議員 関連質問をさせていた

だきます。 

 先ほど来、金武町との交流の件につきまして

は、蒲生議員並びに市長からの答弁もありまし

たように、長井市伊佐沢地区との金武町並里区

の地区同士の交流から始まったわけでありまし

て、平成５年から28年２月というようなことで

23年間にわたって交流をしております。この間、

途中でありますが、長井市の主要なお祭りであ

ります水まつりにも物産交流ということで平成

14年から物産交流をしていただいていると。こ

れも14年ほどになるということで、１地区から

始まった交流が長井市全体に及ぼしているとい

うことを思ったときには、やはりこの辺でひと

つ今までと違ったステップアップといいますか、

そういったことでこの盟約を結ぶ姉妹都市とい

うようなものも考えてみたらいいのではないか

というのは、私ばかりではなくて、そうした関

係の方はそう思うというふうに思っております。 

 ですが、やはりこの件につきましては、両地

区の方々との話し合いも、これは必要でありま

すし、そうした方々の考えを重要視しなければ

ならないというふうに思いますけども、ぜひこ

の辺は長井市も長井の水まつりに参加をしてい

ただいてると。もはや長井市とこの金武町の交

流になっているというふうな現状を考えたとき

には、やはりそれなりの動きをしていただきた

いものだなというふうに思っております。 

 金武町は、やはり今沖縄はいろいろ米軍問題

等々ありますけども、金武町は１万2,000人の

町でありますけども、非常にうまく行政運営を

されているということで、我々、昨年の11月に

会派で研修をしてまいりましたけども、行くた

びに変わってるということで、非常に我々と違

った南国の環境というものはすばらしいもんだ

なというふうに思っているところでありまして、

先ほど言ったように、当時、並里区の区長さん

であった仲間さんが町長であって、その当時、

主事であった嘉数義光さんというのが町議員と

いうようなことで、非常に皆さんそれぞれ行政

の中でも重要なポストについてるということで

ありますので、ぜひ市長も向こうの交流にまざ

っていただいて一度訪問していただければ、本

当に長井市との友好都市ということについては

本当に間違いのないすばらしい町だというふう

に感じると思いますので、ぜひ両地区との話し



 

―７５― 

合いをしながら、ひとつ金武町との交流に結び

つけていただきたいなということをお願いを申

し上げたいと思いますが、市長から一言お願い

します。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。安部議員の

関連質問にお答えいたします。 

 議員おっしゃるとおり、もう20年来の、しか

も住民同士の交流でありますから、そういった

意味では非常に深いきずなが両地区であるとい

うことで、私どもも市全体として金武町と交流

するかどうかということについては、もう少し

検討していかなきゃいけなかったんじゃないか

なと思います。 

 ただ、やっぱりなかなか遠くて２年前でしょ

うか、３年前かな。20周年で、伊佐沢地区の方

もあんまり行けないんだそうです、やっぱり旅

費がかかるということで。１人当たり３万円ぐ

らいのたしか補助をさせてもらって、10人分ぐ

らいは子供たちの旅費を支援して終わったんで

すが、一方で金武町は財政的にも非常に豊かで、

もう１回いらっしゃるときに20人、30人とほと

んど地区の経費の負担で来れるということで、

ちょっとなかなかハンディがあるのかなという

ふうに私は思っておりました。伊佐沢地区のほ

うで市のほうにぜひ姉妹都市とかあるいは友好

都市とか、そういう交流をというような働きか

けも特にございませんでしたので、そこまでは

検討してなかったんですけども、ぜひ蒲生議員、

それから安部議員初め、フォーラムの皆様のご

提言でありますので、ぜひ伊佐沢地区と相談し

ながら今後検討してまいりたいというふうに思

いますので、よろしくお願いいたします。以上

でございます。 

○渋谷佐輔議長 14番、安部 隆議員。 

○１４番 安部 隆議員 ありがとうございます。

ことしが23年ですから、２年後は25周年という

節目でありますので、その辺にあわせてひとつ

うまく交流が進んでいきますように、ひとつ努

力をしていただきたいというふうなことを申し

上げまして、１分残っておりますが、以上でフ

ォーラムの質問を終わりたいと思います。 

○渋谷佐輔議長 次に、政党代表質問を行います。 

 

 

 今泉春江議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 順位４番、議席番号８番、今泉

春江議員。 

  （８番今泉春江議員登壇） 

○８番 今泉春江議員 日本共産党の今泉春江で

ございます。日本共産党を代表し、内谷市長に

３つの質問をいたします。質問時間の制限があ

りますので、的確、簡潔にお答えください。 

 まず、第１はみずはの郷宅地分譲にかかわる

問題についてです。 

 この問題は昨年９月議会で安部 隆議員が取

り上げ、問題が明らかになりました。そしてこ

の問題を重く見た今泉義憲氏が市民からの強い

要請もあって、地方自治法第242条に基づき、

市民の権利として市監査委員に住民監査請求を

行いました。その内容は、宅地分譲に当たり、

特定の県宅建業協会長井に所属する17人の宅建

業者に違法、不当な手数料926万円を支払い、

市に損失を与えたとし、市長にその弁済を求め

てのものであります。 

 ところが、市監査委員はこの請求には理由が

ないとし、棄却しました。今泉氏はこの判定が

余りにも・・・・・・・・・不公正なもので・ 

・・・・・、２月22日、山形地裁に市の手数料

違法支払いの弁償を市長に求める住民訴訟を起

こしました。この問題は法的に違法をただすと

ともに、長井市の市政問題として政治の面から

も徹底的に解明されなければなりません。 

 そこで市長に伺います。その１つは、そもそ 


